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婦人の性機能に及ぼす温泉俗の影響に
関する臨床的並びに実験的研究 (5)
ラツテ間脳内AcetylclOlin棟物質量の
温泉浴による変動について
岡山大 学 戸思泉 研 究 J3r産 婦 人 科
田 中
著者は前報1)で成熟雌ラツテに三朝温故浴
を連続すると性間期が変化する事,又其の際
脳下垂体機能にも変化が認y)吊 tる事を報昔
したが其の詳しい横転は不明と言わざるを得
なかった.
併して以絹より下垂体前葉機能は問胴と関
係深い事が知られて屠 り,間胴下垂体系と言
う表現がなされる標になった.此は精細1rT･j動
による無月経や動物の問隅範気刺fP,lIJこよる排
卵等の事実に塞いている･然し其の機転も種
々論議の的となったが,最近では下垂体門脈
系を以ってする間脳克幣の紳経体液伝達説が
有力となっている様である･即ち問隅に於け
る刺激フLt:Tだが恰かも自律翻 経 節 に お け る
SynIlPSの如 く党づAcetylch()1irL桟物質 (A,.lh
棟物質と略記)を,次いでA,1renLl.ll'n様物 質
を生産し,此等が門脈血流内に入って前半に
選ばれホルモン分泌なおこさせると言 う考え
である.此の詮はrLl.I一l)enh'luS3)等が 前葦内
に,Pickford3)が輯保下部 にAcety】Cholinを
注入する事によって前葦ホルモンを排Hiせし
めた事や,SLl.Wyerq)等が Adremlinを前井内
に注入して排卵を惹起した 事 や,At.:(,I"'n,
Dibenamin注射による排卵抑制の那寛其の他
多数の実験的槙処に由来している･
此等の事賃から問lE,料-^l自律軸縫物貫と性機
能が幣接な関係にある三出ま明らかであるが,
良 憲
一方では浴と自律紳経の密接な関係が温泉医
学上種々の点より解明されている.特に温浴
は副交感神経緊張的に働 く5)と言 われ,北
tlJ6)は温泉俗により血液中Cholin畳が増加
するのを認め,小野m 7)は三朝温泉浴による
血中CIOlinesterase値の減弱を報 じている･
然して本邦では末だ組積,体液中のAr､etylc-
holin量と潜との関係は報告されていない･
由って著者は特殊の意義を宥し,文体円最大
の濃度にあると言われる問脳内A(:h棟 物 質
の定量を試みた=欠第である.
IAcl援物質定量法
化学的方法と生物学,lJj方法があるが,前者
は感度が悪 く特別の前処置なしには用いられ
ない.後者には蛙LdL腹筋法,水ヒル私法,蛙
師法,ガマ心法等があるが蛙直腹筋法が感度
も良 く比較的TF.確との事8)であるので此を使
用した･定量の実際に苦っては木沢9)の記域
を参考にし,主として中島8)の法に従ったの
であるが一応共の大要を記して置 く事 にす
る.
1.使用動物 :体重1202内外の トノサマ虻2B
四･健康成熟雅ラツテ対照261匹,浴群47四,
計731些･
2.時期 =7月初より9月中LH1
3.装置 :中島の法による
4.A,:1基準液 :エゼ T)ン加 虻 リンゲル液
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1cc中 AぐhO.02γ,0.04γ,0.08γ,0･16γ,
0.3ilγの5種類
5.Ach楼物質抽出法 :一気に大鉄 で ラ ッ
チを断頭し直ちに臓を別出し間脳部を分離 し
た.Jn.し便宜上下方は阿仁.体,上方は側隅崇
を境として分離 したため解剖学的に言えば間
脳のみならず絵描及び[州覇の一部を含む事と
なる.
易仙 間脳重量を歪計で測定した後,エゼ .)
ン加蛙 7)ンゲル的LOr,Cと共に乳鉢内です り
潰し全量 (A)をメスシリンダーで測 る･次
に共を2分し一方は共のま｣遠沈して上清液
を遊離型A(､1様物質の定量に,一方は1止13･S
として 2分間加熱後中和遠沈して上清液を総
Ach様物質の定量に使用した･結合型Adl様
物質は両者の差で王馴っされる･
6.ラッチ入浴法 :弱放射能泉である同大
研究所泉を420Cとし10分間入浴せしめ離俗
直後,30分後,GO分後,90分後の4榔 こ分っ
て殺して実験に供した･
7.定量の実験 :型の如 く蛙直腹筋標 本を
つ く9,15分間蛙 I)ンゲル液で洗った後エゼ
1)ン伽蛙 リンゲル液を15分間作用させ増感せ
しめる.次に各基準液を3分間づつPLu隔LO分
(此の問は姓 リンゲル液で洗う)で順次作用
させて各濃度に対する筋収縮をキモグラフに
書かせてから被検抽出液に対する筋収縮を同
第 1 表
対 照 (13例-)
良 無
様の要領で測定した･
8･計算法:基準液に対する筋の3分後の牧
締高をキモグラフ上で測定し,濃度の対数を
横軸に牧締高を縦軸 ことると大体直線状にな
るので各虻飾 こ最小白乗法により標準両線を
作った.此から摘,Tl懐 のA,:h桂物質濃度を求
め脳 1吉日二含まれる同物質畳を計3'J:した･
計算法は,濃度 (γ/cc)×脳 買浮 遊液量
(AccI-:-間脳東量 (g)である･
諸家も認めている様に生物学的方法の欠点
として蛙個体により,又季節によD着るしく
Acl感受性が異なD,従って使用した蛙によ
っては多少定量値が異なる事があるのが認め
られた.此を防ぐには感受性の似た蛙のみを
使用するのが良いが,都合によD出来なかっ
たので各浴群毎に共等を定量するに用いた直
腹筋で対照たる正常非入浴ラッチの値を求め
常該浴群に対する対照値とL,蛙個体差によ
る誤差の軽減につとめた･従って以下述べる
対照値は各浴群で多少興っている.
Ⅰ結 果
1･離浴直後 :第 1表の如 く,対照 ユ3例浴
群 1-1例の平均値は,遮断型は対照1.48γ/g,
浴群1.Llir/g,結合型は対照 4･94γ/g,浴 群
3.90γ/lh,,掩A(吊ま物質は対照6･4-2γ/i,浴
群は;I,･･34γ/gで何れも俗により減少する様な
数字が得 られたが推言1学上有意の差を示さな
直 後
【 浴 群 (14例)
平 均 信 招 限 鼎 F 平 均 信 招 限 界
一 一_ _~~ ∴ ~~ ~∴ _~
絵 Ach 6.42 811{･≧m_>J･69 2 r,.3Lt 6.?,2≧m>_4.:ir'
単位はγ/ど,信柘限外は9{)%, ▲は推.if学上有意差あり.
(以 下 各 表 共 通)
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かった.
2･30分後 :第 2表に示す様に対照9例浴群
11例の平均は,遊離型は対照 1.19γ′/gに対し
浴群は1lr)1γ/gと増加iLており推計学上有意
の差が認められた･結合型は対 照 3.36γ/ど,
浴群8･37γ/g,稔A,:1一様物質は対照4･5tRjr/ど,
浴群4･8･Sγ/gで何れも有意差は認められなか
った.
第 2 表 30
対 照 (9例)
が,此が温泉浴の特徴であるか否かは更に検
討を要する･今回は充分な検討が出来なかっ
たが,少数例についての結果を記すと,対脚3
例,水道水による温浴後30分の4例の平均は
何れの型も浴群に多 く,遊離型は対照 0.97γ/
g,浴群J･13γ/g,結合型は対照4.86γ/g,浴群
510Sγ/g,総A,二h様物質は対照{･.83r/uI,浴群
0.21γ/Lqであった･
分 後
浴 群 (11例)
平 均 信 械 限 鼎
逆 D 型 1.19 1.8≧ m≧0.08 ▲
.∴ ∴ -:∴ ~:~
3･60分後 :第 3表に示す様に,対照10例浴
群10例の平均値を比較すると,遊離型は対J!Z.i
I.88γ/g,桁群1.52γ/g,結 合型は対照L).3Gγ/g,
浴群2,2･'3γ/g総A(Jl棟物質は対照 4.01γノ/g,浴
群 3･75γ/g.で何れも推計学上有意の差は 認
められなかった.
第 3 表 6 0
対 照 (10例)
-'L;一 均 信 頼 限 界
1.tJlj1 2.03≧m≧0.99
3.37 4.51≧m≧2.28
4.S8 5.98≧m≧3.78
∬ 考 察
正常ラツテ問脳内Ach様物質は中 島 に よ
ると遊離型 1.59-3.1(,r/g,絵A(二1様物質は
4･6-7101γ/gであE),Tot)i(lS等による と遊
離型0.5-1.0γ/g,総Ach様物質は2･]-3･Tγ
/gと言われ多少の相違はあるが著者の対照値
分 後
【 浴 群 (10例)
平 均 信 揮 限 鼎
造 り 型 】.38 1.9tKj≧m≧0.81
結 合 型 2.63 3.6王i≧m≧1.63
線 Acl1 4.01 5.1tFi≧m≧2･87
4･90分後 :都合により対照 5例浴群3例し
か実験LV.来なかったので比較し難いので単に
数字をあげるに留める.遊離型は対照】.別r
/g,浴群1.4r)γ/Lq,,結合型は対照ユ91;γ/ど,浴
群31ALIT/g,総Ar.･1校物質は対照1.1iT/f,浴
粁4･89γ/gであった･
以上より三朝温泉浴後30分 にLて遊 雛 型
A(:b様物質が増加するのを認め持たのである
平 均 信 頼 限 界
1.{)2 2.25≧m≧0.79
2.23 2.76≧m≧1.70
3.74 4.67>_m≧2.8;3
｣
も此等の範囲内にある.
著者は420CIO分間の同大研究所泉浴の直
後より90分枝迄30分毎にラッチの間脳内Ach
様物質を蛙直腹筋法でtLri臆 した結果,浴後;iO
分にして遊離型のものが増加しているのを認
めたが,其の他は遊離型,結合型.総Acl様
物質とも対照のと問に推計学上の有意差を見
出す事がtli来なかったのである.併しながら
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前述した様に生物学的方法は誤差が多いので
あるから,更に条件を整えて検討する必要が
ある.又遊離型は活性,結合型は非活 性 の
A(:hと云われてお9,-時的にもせよ遊離型
が増加した事は生理上意義のある事と思われ
る.
入浴の効果は時間.回数.泉質等の条件に
よって相違があるかも知れないから将来此等
の点についても考慮されなければ な らな い
が,頁に又本法で測定したものは頁の Acet-
ylcholinであるかと云う郭も問題とな る･既
に木沢,中島等は薬理作用上此の物質がA(.h
に一致する事を述べてい るが,Middleton10
の様に化学的方法と生物学的方法を:併用して
研究し,生物学的方法による活性物質の半分
以上はAdlでは無いと云う人もあるし,又同
一量のAChでもMedilm中の無機元素の量に
よって其の筋放縦作用が異なって来るのであ
って例えばカ7)ウムはA(二Ilの作用を変化させ
る事が知られて居るから,温泉浴による体内
無既TL素の変動も考慮されなけれ ばな らな
1ヽ.
此の様にA-:l様物質の本態については検討
の故地が残されてはいるものの,諸家の研究
によれば問脳内の本物質と性観能は密接な関
係にあるらしい.例えばtl:･°its(ニhl)に よれ
ばPCntotlnlでラツテを間脳麻酔すると共 の
艮 意
為性周期は変動するが,牲周期が阻ILされた
時は税医下部の本物質は減少し,発情持続の
状態を起した時は増加したとの事であり,叉
小林'21は豪兎にC.Trdi.1ZOlを静注して排 卵に
成功したが,中島8)によると同薬品辞任後ラ
ッチの閑脳内本物質は増加するとのTJT･であっ
て繭現象の間には開院があるのか も知 れ な
い.此の横に性機能先進時には問脳内Ar,l様
物質は増量しているのであるが此は前述した
A｡l注入による下垂体横能先進の現象と予眉
しないのである･
比等の見地よりすれば前報で報告した温泉
浴によるラツf.性周期の変動,就中最も著る
しい現象であった桝の不整性周期の整調化と
温泉浴による間脳内遊雛型Ach様物質の増加
とはBg櫛があるものと思われる･
Ⅳ 結 論
420CIO分間の三朝温泉浴の直後よ り30分
毎に4回成熟雛ラッチの間脳内Acetylcl101in
枝物賃を蛙直腹筋法で測定した所.iO分後に
遊離型A,:叫,1(二1-01;n様物質が増加しているの
を認めた.
其の他は遊離型 結 合型,総A(叫 ･ldlOlin
様物質とも著変を見出さなかった.
此の遊離型の埼量と浴による性機能の変化
とは閑聯があるものと思われる.
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